
東京都千代田区丸の内1-6-6

当ファンドは、投資信託約款において、運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法に
よりご提供する旨を定めており、下記の手順で運用報告書（全体版）をダウンロードすることがで
きます。また、運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交付されます。交付をご請求され
る方は、販売会社までお問い合わせください。
【ダウンロード方法】上記ホームページ→ファンド検索→ファンド名入力→ファンド詳細ページ→
運用レポート→運用報告書（全体版）

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用
しています。

償還日（2023年７月31日）

償還価額 12,099円91銭

純資産総額 484万円

第10期
（2023年２月１日～2023年７月31日）

騰落率 16.9％

分配金 0円

ニッセイ日本株
ＡＩセレクトファンド
（年２回決算型）

追加型投信／国内／株式

交付運用報告書
償還

作成対象期間：2023年２月１日～2023年７月31日

第10期（償還日　2023年７月31日）

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　さて「ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド
（年２回決算型）」は、2023年７月31日に償
還させていただきました。ここに運用状況と償
還の内容をご報告申し上げます。
　今後とも当社商品につきまして、いっそうの
ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）

－1－

運用経過
設定来の基準価額等の推移

設定時 10,000円 既払分配金 1,000円
償還時 12,099円91銭 騰落率（分配金再投資ベース） 32.8％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、設定時の基準価額にあわせて指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）当ファンドはベンチマークを設けていません。
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基準価額（左軸）

CC_23025686_02_ostニッセイ_日本株AISF（年2回）_交償_運用経過.indd   1 2023/09/11   14:50:27



ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）

－2－

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・2019年９月から年末にかけて、米中貿易摩擦の解決に向けた協議が進展したほか、ハードブレグジット
（イギリスの欧州連合（ＥＵ）からの強硬離脱）などの先行き不透明感が後退したことにより、世界的に投
資家のリスク選好姿勢が強まり株価が上昇したこと
・2020年４月から2021年半ばにかけて、新型コロナウイルスに対する各国の経済政策や金融政策が相場の下
支えとなったことに加え、ワクチン開発成功への期待感などから株価が上昇したこと
・2023年４月から償還時にかけて、為替市場において円安が進行し輸送用機器などの輸出関連銘柄が買われ
たことに加え、ＡＩ（人工知能）などによる市場拡大への思惑で半導体関連も物色され株価が上昇したこと

＜下落要因＞
・2018年に米中貿易摩擦等の影響による景気後退への懸念などが投資家のリスク回避姿勢を強め株価が下落
したこと
・2020年１月下旬から３月中旬にかけて、新型コロナウイルスの感染拡大により株価が急落したこと
・2022年１月から３月上旬にかけて、各国の金融政策が引き締め方向に強まることへの警戒感やウクライナ
情勢の不透明感が嫌気され株価が下落したこと

　このたびは、長らくのご投資誠にありがとうございました。
　今後ともニッセイアセットマネジメントの商品をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）

－3－

１万口当たりの費用明細
2023.2.1～2023.7.31

項目
第10期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 62円 0.562％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×期中の日数年間の日数
期中の平均基準価額は11,067円です。

（投信会社） (30) (0.273) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） (30) (0.273) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） (  2) (0.016) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 0 0.002 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料（先物・オプション） (  0) (0.002)

その他費用 0 0.004 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） (  0) (0.004) 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務付
けられているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） (  0) (0.000) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 63 0.567
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。

CC_23025686_02_ostニッセイ_日本株AISF（年2回）_交償_運用経過.indd   3 2023/09/11   14:50:27



ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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（参考情報）
■総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は1.14％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

総経費率
1.14％

運用管理費用
（投信会社）
0.55％運用管理費用

（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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最近５年間の基準価額等の推移

（注１）当ファンドの設定日は2018年８月３日、償還日は2023年７月31日です。
（注２）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、設定時の基準価額にあわせて指数化しています。
（注３）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

決算日 2018年
８月３日

2019年
７月31日

2020年
７月31日

2021年
８月２日

2022年
８月１日

2023年
７月31日

基準価額（分配落） （円） 10,000 9,030 8,857 10,851 10,378 12,099.91

期間分配金合計（税引前） （円） － 0 0 700 300 0

税引前分配金再投資基準価額の騰落率 （％） － △9.7 △1.9 30.6 △1.6 16.6

参考指数騰落率 （％） － △8.5 △1.9 32.5 3.5 21.7

純資産総額 （百万円） 1 3 2 4 5 4
（注１）参考指数はＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）です。
（注２）設定日の基準価額は当初設定価額を、純資産総額は当初設定元本を記載しています。
（注３）償還日の基準価額は償還価額を記載しています。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）

－6－

設定来の国内株式市況

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。

　当運用期間の国内株式市場は、米中貿易摩擦やウクライナ情勢といった地政学関連のイベント、さらに新型
コロナウイルスの感染拡大などが下落要因となった一方で、同ウイルスへの対策として各国が打ち出した経済
政策や緩和的な金融政策が下支えとなりました。
　設定当初は米中貿易摩擦の激化による世界経済へのマイナス影響が懸念され、株価はおおむね下落基調で推
移しました。2019年９月以降は米中貿易摩擦の解決に向けた協議が進展したほか、ハードブレグジットなど
の先行き不透明感が後退したことで株価は上昇しました。2020年１月下旬以降は、新型コロナウイルスの感
染拡大を受けて世界的に景気減速懸念が強まり、投資家心理が悪化したことから株価は急落したものの、３月
下旬以降は世界的な金融緩和や財政出動への期待感を背景に急落前の水準を回復し、その後はワクチン開発成
功への期待感などから一段高となりました。2022年１月から３月上旬は、各国の金融政策が引き締め方向に
強まることへの警戒感やウクライナ情勢の不透明感が嫌気され株価は下落し、その後は各国で金融引き締め政
策が実施されたことで上値の重い展開となりました。2023年４月以降は為替市場において円安が進行したこ
とで輸出関連銘柄が買われたことに加え、ＡＩなどによる市場拡大への思惑で半導体関連銘柄も物色され株価
の上昇に弾みがつき、結局、設定時と比較すると上昇して償還日を迎えました。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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ポートフォリオ

■当ファンド
　マザーファンド受益証券の組入比率を高位に保った運用を行いました（ただし、当ファンドから信託報酬等
の費用を控除する関係などから、当ファンドの収益率はマザーファンドとは必ずしも一致しません）。

■マザーファンド
　ＡＩを活用して企業の本質的価値である「業績」等を予想し、ポートフォリオのリスク・リターン特性の最
適化プロセスを経ることによりリスク管理を行い、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行い
ました。
　当マザーファンドは、①経験豊富な当社アナリストの知見を学んだＡＩが業績を予想する「業績予想モデ
ル」、②即時性の高いデータをもとに今後の売上を予想する「売上予想モデル」、③人間では処理が難しい膨
大な量のレポートをＡＩが解析する「アナリストレポート解析モデル」、④膨大なデータをＡＩが分析、株価
のトレンドを予想する「株価・業績モメンタムモデル」の４つの計量モデルをもとにポートフォリオを構築し
ました。
　個別銘柄の売買は、上記の４つの計量モデルを用いて実施しました。

　主な売買銘柄は以下の通りです。
モデル名 銘柄

買付

業績予想モデル 住友林業、日本エスコン、おきなわフィナンシャルグループなど
売上予想モデル 雪印メグミルク、ヤクルト本社

アナリストレポート解析モデル サンドラッグ、クスリのアオキホールディングス、物語コーポ
レーションなど

株価・業績モメンタムモデル 日本酸素ホールディングス、ＢＥＥＮＯＳ、マクニカホール
ディングスなど

売付

業績予想モデル レノバ、Ｚホールディングス
売上予想モデル －

アナリストレポート解析モデル ＳＧホールディングス、日立建機、パナソニック　ホールディ
ングスなど

株価・業績モメンタムモデル ＥＮＥＯＳホールディングス、コスモエネルギーホールディン
グス、ＮＩＳＳＨＡなど
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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参考指数との差異

　当ファンドはベンチマークを設けていません。参考指数はＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）です。
　当期の税引前分配金再投資基準価額騰落率は＋16.9％となり、参考指数騰落率（＋19.2％）を下回りました。
　これはマザーファンドにおける個別銘柄要因において、豊田通商（卸売業）、本田技研工業（輸送用機器）、
三井物産（卸売業）等が対参考指数比でプラスに働きましたが、当ファンドにおける償還に向けた現金化や信
託報酬等の影響がマイナスになったことによるものです。

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）マザーファンドの参考指数はＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）です。

分配金
　該当事項はありません。

償還金

１万口当たり償還金（税引前） 12,099円91銭
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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ファンドデータ
当ファンドの組入資産の内容

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

短期金融資産等
100.0％

日本
100.0％

円
100.0％

（注）資産別・国別・通貨別配分は、2023年７月31日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

■組入ファンド
　該当事項はありません。

■純資産等

項目 第10期末
2023年７月31日

純資産総額 4,840,580円

受益権総口数 4,000,509口

１万口当たり償還価額 12,099円91銭
（注）当期間中における追加設定元本額は375,242円、同解約元本

額は3,061,392円です。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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＊償還日である2023年７月31日現在、マザーファンドの組み入れはありませんが、ご参考として直近のマ
ザーファンド決算日における情報を記載しています。

ニッセイ日本株ＡＩセレクトマザーファンドの概要

■基準価額の推移
（円）

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

第9期末
（2023.1.31） （2023.3） （2023.5）

第10期末
（2023.7.31）

（注１）基準価額の推移および１万口当たりの費用明細は、マザーファンドの直近の決算期のものであり、費用項目の金額欄は各項目ごとに
円未満は四捨五入しています。項目の詳細につきましては、前掲の費用項目の概要をご参照ください。

（注２）上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2023年７月31日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

（注３）全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

国内株式
97.2％

国内株式先物
2.7％

その他
0.2％

日本
100.0％

円
100.0％

■上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

イオン 円 4.9％
トヨタ自動車 円 4.9
大塚ホールディングス 円 4.6
参天製薬 円 4.1
かんぽ生命保険 円 3.8
ソフトバンク 円 3.6
スズキ 円 3.6
三井物産 円 3.2
雪印メグミルク 円 3.0
インフロニア・ホールディングス 円 3.0

組入銘柄数 68

■１万口当たりの費用明細
2023.２.１～2023.７.31

項目 金額
売買委託手数料 0円

（先物・オプション） (0)
その他費用 0

（その他） (0)
合計 0
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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参考情報

■代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（注１）上記は、当ファンドの騰落率（税引前分配金再投資基準価額騰落率）と代表的な資産クラスの騰落率を比較したものであり、各資産
クラスは当ファンドの投資対象を表しているものではありません。

（注２）上記期間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示した
ものです。

（注３）当ファンドについては設定日以降のデータが５年分に満たないため、実在するデータのみの記載となっています。したがって、代表
的な資産クラスとの比較対象期間が異なります。

＜代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数＞
● 日 本 株・・・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）
● 先進国株・・・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
● 新興国株・・・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
● 日本国債・・・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ 国債
● 先進国債・・・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
● 新興国債・・・ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース）

・すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
・海外の指数は、「為替ヘッジなし（対円）」の指数を採用しています。

＊各資産クラスの指数につきましては、後掲の「指数に関して」をご参照ください。

（％）
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）
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指数に関して

■代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数について
・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研また

は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます）の知的財産であり、指数の算出、指数値
の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関する
すべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断
に対し、責任を負いません。

・ＭＳＣＩコクサイ・インデックスは、MSCI Inc.が公表している指数です。同指数に関する著作権、知的
財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利
および公表を停止する権利を有しています。

・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスは、MSCI Inc.が公表している指数です。同指数に関
する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ 国債とは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公
表している指数で、その知的財産は同社に帰属します。なお、同社は、当ファンドの運用成果等に関し、
一切責任を負いません。

・ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスで
す。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed 
Income LLCが有しています。

・ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドは、ＪＰモルガン社が算出する債券インデッ
クスであり、その著作権および知的所有権は同社に帰属します。
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ニッセイ日本株ＡＩセレクトファンド（年２回決算型）

お知らせ
■自社の実質保有比率
　2023年６月末現在、当ファンドの主要投資対象であるマザーファンドの信託財産において、当社は、当該
マザーファンド受益証券を他のベビーファンドを通じて実質的に94.5％保有しています。当該実質保有分は、
当社により他のベビーファンドを通じて解約されることがあります。

当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2018年８月３日～2023年７月31日

運 用 方 針

ニッセイ日本株ＡＩセレクトマザーファンド受益証券への投資を通じ
て、ＡＩ（人工知能）を活用したニッセイアセットマネジメント独自
の計量モデルを用いて、株価上昇が期待される国内の金融商品取引所
に上場している株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期
的な成長を図ることを目標に運用を行います。

主要運用対象

ニ ッ セ イ 日 本 株
ＡＩセレクトファンド
（年 ２ 回 決 算 型）

ニッセイ日本株ＡＩセレクトマザーファンド受益証券

ニ ッ セ イ 日 本 株
Ａ Ｉ セ レ ク ト
マ ザ ー フ ァ ン ド

国内の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます）してい
る株式

運 用 方 法

ニ ッ セ イ 日 本 株
ＡＩセレクトファンド
（年 ２ 回 決 算 型）

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。
・外貨建資産への投資は行いません。

ニ ッ セ イ 日 本 株
Ａ Ｉ セ レ ク ト
マ ザ ー フ ァ ン ド

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への投資割合には、制限を設けません。
・外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全
額を対象として、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し
て決定します。ただし、委託会社の判断により、分配を行わないこと
があります。
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